
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                              

発 行  大 寄 公 民 館 

住 所  深谷市起会 84-1 

電 話  571-0341 

F A X  574-5865 

令和６年６月１日 発行 

ほ 

渋沢栄一が中心となって設立した旧煉瓦製造施設「ホフマン輪窯６号窯」の一部公開開始記念  

イベントを行います。地元上敷免にある旧煉瓦製造施設は、国重要文化財になっています。 

この機会に、ぜひ「ホフマン輪窯６号窯」をご見学ください。 

 また、地元の内ケ島万作踊りが郷土芸能披露として出演されますので、お楽しみに！ 

と き  ６月３０日（日）午前１０時～午後３時 

ところ  旧煉瓦製造施設、たつみ印刷株式会社 
 
※地元の郷土芸能団体や園児によるステージイベント、物販・ 

飲食の出店等も予定しています。 

※窯内部の一部公開と、映像・パネル展示施設の見学は、11時 

から開始します。 

※７月以降のホフマン輪窯６号窯一部公開日程 

土日祝の午前９時～午後４時のみ見学できます。（最終入場午後３時３０分） 

特別公開：７月１日（月）～５日（金）、８月１３日（火）～１６日（金） 

（工事状況により変更になる可能性あり） 

※詳細は、市ホームページをご覧ください。 

問い合わせ 文化振興課 ☎５７７－４５０１ 

 

全国のコンビニエンスストアで、マイナンバーカー

ドを使って、住民票などの証明書が簡単に取れる『コン

ビニ交付』をぜひご利用ください。 

毎日午前６時３０分～午後１１時 

（年末年始・メンテナンス日を除く） 

コンビニ交付は、市役所の開庁時間外も利用できます。 

問い合わせ  市民課  ☎５７４－６６４０ 

       市民税課 ☎５７４－６６３７ 

① 住民票の写し     ⑤課税（所得）証明書 

② 住民票記載事項証明書 ⑥納税証明書 

③ 戸籍附票の写し    ⑦戸籍全部事項証明書（戸籍謄本） 

④ 印鑑登録証明書   ⑧戸籍個人事項証明書（戸籍抄本） 

⑤ ko 

 取得できる証明書 

 利用可能時間 

☆次の場所でスタンプをゲットすると、 

記念品がもらえるよ☆  
 

【期  間】 ６月１１日（火）～７月１２日（金） 

【場  所】①渋沢栄一記念館  

②旧渋沢邸「中の家」  

③尾高惇忠生家 

【参加方法】 渋沢栄一ゆかりの３施設で配布す

るスタンプ台紙で参加 

・スタンプ台紙の数に限りがあります。 

・記念品の交換は、実施期間内となります。 

問い合わせ 渋沢栄一記念館 

 ☎５８７－１１００ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  
 

相続おしかけ講座とは、相続や認知症への“備え”について専門家が分かりやすく説明してくれる 

講座です。各団体で開催予定の集会や会議に合わせて専門家（講師）の派遣を行います。 

・申込方法：深谷市ホームページまたは各公民館にある「申込書」を 

希望日の1か月前までに自治振興課へご提出ください。 

・費 用：無料（予算がなくなり次第終了します。ご了承ください。） 

・問い合わせ：自治振興課 ☎５７４－８５９７ 

 

 今年度の大寄公民館の各役員をご紹介いたします。地域の皆さまと一丸となって大寄地区を盛り立て

ていただきたいと思いますので、各種事業へのご協力をお願いします。 

氏  名 役 職 等 氏  名 役 職 等 

鳥羽 正人 大寄小学校 校長 松﨑絵里奈 深谷中学校 ＰＴＡ大寄地区代表 

齊藤  寛 深谷中学校 校長 田中 光子 社会教育委員 

◎ 宮澤 達三 学識経験者 髙田 博之 学識経験者 

茂木 勝美 大寄支会 支会長 吉田 光雄 学識経験者 

萩原  明 大寄支会 副支会長 木口 正彦 学識経験者 

岡田 正晴 大寄支会 副支会長 ○ 大唐 義雄 民生・児童委員 代表 

鈴木 俊哉 大寄小学校 ＰＴＡ会長 原島 靖二 学識経験者 

                          ◎：委員長 ○：副委員長  

 
自治会名 体育部 文化部 

上敷免 真下  章 高田 由紀  栗田 睦代 高田恵美子 新井 一恵 

高 畑 柳  茂雄 柳  陽子 木部 友利 木部 菊江 釼持  守 

内ケ島 笠原  育 小内 淳次 大島アヤ子 内野 浩子 東出タイ子 

矢 島 小林 健一 木村比呂志 ◎福島 英次 下田  実 小暮  茂 

大塚島 本木  努 ― 森田  彩 森田 直子 森田 圭一 

起 会 金井 弘文 ― 〇髙田 宏明 久保田雅子 金井 恵子 

谷 之 大唐 啓次 ― 香川千恵美 松本 朋裕 ― 

戸 森 眞下  学 三友 孝史 〇岡田 真弓 三友佐恵子 眞下  学 

本 部 
◎福島 秀基 ○井田 宏幸 ◎：部長 ○：副部長  

○茂木 立也 ○吉澤 健司  

 

髙田 啓嗣 原島 靖二 

                                    

 

深谷市「相続おしかけ講座」 
ページの二次元コード 

「相続おしかけ講座 ～ 将来、家族に負担をかけないための 『相続ココだけの話』 ～」 
 

（敬称略） 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

      

 ５日（水）フレイル予防講座 第１回学習編 午前１０時～ 大会議室 

１１日（火）大寄地区歴史探訪 午前７時１５分出発 水戸弘道館他 

１２日（水）フレイル予防講座 第２回実践編 午前１０時～ 大会議室 

２７日（木）地域共生講座 午後６時～ 大会議室 

第４回自治会長会議 午後７時～ 大会議室 

２８日（金）家庭教育学級 午後３時５０分～ 大寄小学校 
 

※６月１７日（月）は、空調機器保守点検のため、午前９時～ 

      午後５時まで公民館施設は利用できません。 

 

 【使用済小型家電の収集日】  

１２日（第２水曜日） 

【有害ごみの収集日】 

２１日（第３金曜日） 

 

 

深谷の夏の名物七夕まつり。色とりどりの七夕  

飾りを鑑賞し、活気あるまちなかを感じに来ませ

んか。 
 

と き   ７月５日（金）～７日（日） 
午前１０時～午後９時（５日は午後３時～） 

 

ところ   旧中山道沿線とその周辺 
 

※今年も、ごみゼロを目指しています。 

ごみのお持ち帰りにご協力ください。 

深谷七夕まつり市民参加企画 

まちなかを竹飾りでいっぱいにするため、

市役所通り、深谷駅通りに飾る竹飾りを作製

していただけるご家族や個人・団体を募集し

ます。参加者には、無料で竹（約３ｍの細竹・

先着６０本）を差し上げます。 
 

と き  ６月２９日（土） 

午前８時～８時３０分 

（飾り付けは午前１０時まで予定） 

と こ ろ  市役所通り、深谷駅通りなど  

申し込み  ６月２２日（土）までに電話で 

問い合わせ先へ 

問い合わせ 一般社団法人 深谷市観光協会 ☎５７５－００１５ 

  
 

と き ７月６日（土） 

午後１時～３時 入退場自由 

と こ ろ 明戸公民館 体育室 

内 容  ボッチャなどの障がい者スポーツの 

体験および障がい者との交流イベント 

対 象 どなたでも 

参 加 費 無料 

申し込み 団体でご参加の場合は、生涯学習ス 

ポーツ振興課までご連絡ください。 

 

  市スポーツ推進委員協議会事務局 

     生涯学習スポーツ振興課内 

☎５７２－９５８１ 

 

 

「いつかは」のための「いまから」の備え 

～ACPを知ることから始めよう～ 
 

 身近な医師からの話を聞きながら、よりよく豊か

に生きるためになにができるか、考えてみませんか。    

また、参加者には、深谷市オリジナルのエンディン

グノートを差し上げます。 
 

と き ７月１９日（金）午後２時～３時３０分 

ところ 上柴公民館 大会議室２ 

対象者 市内在住・在勤のかた（定員50名） 

講 師 新井 家光 医師（深谷中央病院）      

申し込み・問い合わせ  

７月１８日（木）正午までに 

電話かオンライン申請で申込 

長寿福祉課 ☎574-８５４４ 



 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

日
煉
有
志
で
建
て
た
墓
碑
が
あ

り
、「
日
本
煉
瓦
技
師 

小
川
絨

之
助 

 

歳 

肥
後
唐
津
之
人 

明
治
二
十
四
年
十
一
月
四
日
病

没
」
と
あ
る
。 

泉
光
寺
は
、
日
煉
社
上
敷
免
工 

場
の
近
く
に
あ
り
、
工
場
建
設 

時
の
請
負
人
や
煉
瓦
製
造
に
関 

わ
っ
た
人
達
が
疫
病
に
罹
り
亡 

く
な
っ
た
無
縁
仏
を
埋
葬
し
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寺
で
あ
る
。
三
号
窯
は
昭
和
九 

年
、
第
二
号
窯
と
と
も
に
老
朽 

化
の
為
、
廃
棄
し
た
。 

（
参
考
資
料
、
深
谷
上
杉
・
郷
土 

史
研
究
会 

会
報
第
一
四
〇
号
よ 
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文
、
金
子
祐
正
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化
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野
に
あ
り
う
つ
く
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モ
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ロ
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森 
 

一
枝 

 
田
平
子

た

び

ら

こ

＝
春
の
七
草
の
ひ
と
つ
、
黄
色
花
が
咲
く 

酢
漿
草

か

た

ば

み

＝
カ
タ
バ
ミ
科
の
多
年
草
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
黄
色
の
五
弁
花
を 

つ
け
蒴
果

さ

く

か

を
結
ぶ 

大
寄
村
の
歴
史 

日
本
煉
瓦
製
造
会
社 

（ホ
フ
マ
ン
窯
の
三
人
の
技
師
）シ
リ
ー
ズ
⑦ 

 

一
．
技
師 

中
村
国
俊
（
第
一
号
窯

掛
長
） 

 

中
村
国
俊
は
、
嘉
永
五
年
（
一
八

五
二
）、
現
在
の
新
宿
・
喜
久
井
町

に
生
ま
れ
た
。
官
立
東
京
商
船
学

校
（
現
・
東
京
海
洋
大
学
）
卒
業
。

日
本
郵
船
会
社
に
入
社
後
、
渋
沢

栄
一
と
知
り
合
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
日
煉
社
は
、
明
治
二
十
一
年

一
月
清
水
方
（
現
在
の
清
水
建
設
）

と
第
一
号
窯
の
建
築
請
負
契
約
を

結
ん
だ
。
第
一
号
窯
は
明
治
二
十

一
年
五
月
五
日
起
工
、
同
年
九
月

三
十
日
竣
工
の
突
貫
工
事
で
あ
っ

た
。
操
業
当
初
、
燃
料
は
薪
で
あ
っ

た
が
、
次
第
に
石
炭
と
し
て
窯
用

は
幌
内
粉
炭
、
蒸
気
機
関
用
は
高

級
な
唐
津
塊
炭
が
使
わ
れ
た
。
明

治
三
十
年
代
に
な
る
と
、
輸
送
の

関
係
か
ら
主
に
常
盤
炭
が
使
用
さ

れ
た
。 

二
．
技
師 

神
谷
十
松
（
第
二
号
窯

掛
長
） 

 

神
谷
十
松
は
、
窯
業
界
の
先
覚

者
宇
都
宮
三
郎
（
旧
姓
神
谷
）
の
兄

左
衛
門
の
婿
養
子
の
三
男
と
し

て
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に 

（
一
八
六
二
） 

に 

愛
知

県
生
ま 

れ
、
神
谷
家
を 

相
続
し
て
第
十 

代
の

当
主
と 

な
っ
た
。
神
谷 

は
、
愛
知
師
範 

学
校
の
第
一
期 

生
。
日
煉
社
創 

業
に
伴
い
入
社
。 

時
に
二
十
六
歳
で
あ
る
。 

 

第
二
号
窯
は
、
明
治
二
十
一

年
九
月
十
六
日
起
工
、
同
二
十

二
年
一
月
二
十
八
日
竣
工
。
第

二
号
掛
長
と
な
り
煉
瓦
の
乾
燥

室
の
改
良
や
天
日
乾
燥
の
拡
大

な
ど
で
貢
献
し
た
。 

三
．
技
師 

小
川
絨
之
助
（
第

三
号
窯
掛
長
） 

 

第
三
号
窯
は
、
明
治
二
十
一

年
十
一
月
二
十
日
起
工
。
同
二

十
二
年
五
月
二
十
五
日
竣
工
。

小
川
絨
之
助
は
、
第
三
号
窯
掛

長
と
し
て
活
躍
し
た
が
、
若
く

し
て
病
死
し
泉
光
寺
の
社
有
地

に
埋
葬
さ
れ
た
。
こ
の
境
内
に 

   

※1 

＜小川絨之助の墓（泉光寺）＞ 

じ
ゅ
う 

大寄地区の人口 令和６年５月１日現在  （ ）内は前月比 

男性：1,477人（-2） 女性：1,512人（-1） 合計：2,989人（-3） 1,272（+3）世帯 

世帯 

） 

27 

※2 

※1 ※2 

は
は 


